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1．「ことばの共同体」を創り上げる場としての遠隔接触場面 
本書は早稲田大学大学院日本語教育研究科において 2007 年 3 月に受理された尹智鉉氏
の博士論文である『遠隔チュートリアルの接触場面に関する実証研究』をもとに書かれて
いる。本書の内容を簡潔にいうと、日本語教育における遠隔チュートリアルを言語管理理
論の枠組みを使って分析した実証研究だといえる。本研究で行われた遠隔チュートリア
ル・セッションは、テレビ会議システムを用いた韓国人日本語学習者と日本語母語話者の
1 対 1 のセッションである。本書でも述べられているように、日本語教育における情報通
信技術（Information and Communication Technology；以下、ICT）の活用に関する研究
は、新しいシステムのデモンストレーションや実践報告にとどまるものが多い。そのよう
な中で、本書は J.V.ネウストプニーの言語管理理論に基づき、遠隔接触場面における母語
話者（Native Speaker；以下、NS）と非母語話者（Non-native Speaker；以下、NNS）
のインターアクションを、ミクロとマクロのレベルから詳細に分析している。また、本書
では遠隔チュートリアルを単なる知識伝授の場ととらえず、参加者双方が主体的にイン
ターアクションを行うことで、「仮想空間上のことばの共同体」を創る場としてとらえてい
る。 
このような遠隔の日本語教育における新しい視点と詳細な分析は、遠隔教育に携わる現
場の教員や研究者のみならず、日本語教育プログラムや学校カリキュラムの策定者にも有
益な示唆を与えるであろう。本書評では、まず本書の内容を概観した上で、評価すべき点
と今後の課題について述べる。 
2．ICT 活用教育の課題 
第 1 章では、研究の背景と問題意識について述べている。ここで興味深いのは、日本語
教育における ICT の活用に対する問題の分析である。尹は、ここで以下の 6 つの問題につ
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いて述べている。 
1． ICT は、学習者の増加と多様化の問題に対応できる特効薬ではない。 
2． ICT を利用したマルチメディア教材は、従来のアナログ教材をデジタル化しただけ
のレベルに止まってしまいがちである。 
3． 日本語教育の現場は新しい ICT のデモンストレーションの場になってはいけない。 
4． 情報の一方通行では、本当の意味のインターアクションは成り立たない。 
5． ICT の導入をめぐる日本語教育の研究が実践報告に止まってはいけない。 
6． ミクロな視点とマクロな視点を論理的に結び付けられる理論が不在である。 
これらの ICT 活用教育・研究の問題は、今日でも重要な問題意識であると思われる。こ
こで尹は、ICT 活用教育が新しい ICT の「デモンストレーション」の場になってしまい、
その研究も単なる「実践報告」にとどまっていて、ミクロとマクロを結び付ける「理論」
がないと述べている。確かに、日々新しい技術が開発される ICT 活用教育の分野では、新
しいものがよいものであり、あたかもそれが万能のものであるかのように扱いがちである
が、私たちはそれらを使う前に自らの問題意識に基づいて、「なぜそれを使うのか」、「それ
を使って何がしたいのか」を考える必要がある。しかし、これまで日本語教育では独自の
文脈や問題意識から ICT 活用教育が包括的に論じられたことはなかったのではないだろ
うか。また、尹が「情報の一方通行」になりがちであると述べているように、遠隔教育は
古くから通信教育のように講義型授業を遠隔地に配信するような形が一般的であった。そ
のため、インターアクションの教育として論じられるようになったのは比較的新しい。こ
うした問題意識から、尹は日本語教育において ICT でやるべきことについて、双方の参加
者が日本語を駆使して接触することで、互いに学び成長し合える「場」を創り出し、その
場への参加機会を提供していくことが必要であると述べている。 
3．言語管理理論による遠隔インターアクションの分析 
 第 2 章では、先行研究と理論的背景について述べている。ここでは、主に言語管理理論、
遠隔接触場面、テレビ会議システム、e ラーニング、遠隔チュートリアルについての先行
研究紹介がされている。ここで述べられていることの中で重要なのが、「調整
（adjustment）」と「インターアクション（interaction）」の定義であろう。本書では、3
章以降の実証研究で、「遠隔チュートリアルにおけるインターアクションの問題がどのよう
に調整されていたのかを検証」していく。ここでの調整とは、NS が行う誤用訂正やフォ
リナー・トークの使用にとどまらず、NS と NNS の参加者双方が文化的、言語的問題等の
ギャップを埋めるプロセスを意味している。また、インターアクションについては、「異な
る母語と文化の背景を持つ参加者がチュートリアルという遠隔接触場面を共に創り出して
いくプロセスそのもの」であるとしている。以上の調整とインターアクションの定義から
は、遠隔接触場面の双方向性と共構築性が強調されていることがわかる。 
 第 3 章では、尹が行った実証研究の「研究方法」が述べられている。その基本的な条件
をまとめると以下のようになる。 
・NS と NNS の 1 対 1 のペアを 20 組組んで、調査期間中同じ組み合わせでセッション
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を実施 
 ・NS は日本語教育を専攻する大学院生か日本語教師としての経験を持つ現職の教員 
 ・NNS は韓国在住の大学生を対象に希望者を募集 
 ・パナソニック社製の BizMate という PC テレビ会議システムを使用 
 ・基本的に調査期間中各参加者は予備セッションを含めて 4 回の遠隔セッションに参加 
 ・1 回のセッションは約 30 分 
 ・各セッション終了後、調査者が遠隔地の日本語学習者にすぐにインタビューをする
IFUI（Instant Follow-up Interview）を実施 
第 4 章から第 7 章は「分析結果と考察」の章で、それぞれ「社会文化的調整」、「言語的
調整」、「社会言語的調整」、「参加者の評価と調整」について調査結果をまとめている。こ
れらの分析は、複数の観点から詳細に分析しているため、紙幅の関係上すべてを紹介する
ことはできないが、筆者にとって興味深かったのは、「社会文化的調整」における「ことば
の共同体」の議論と、「参加者の評価と調整」における事前調整、事後調整の分析である。 
尹は、遠隔チュートリアルの接触場面を、「異なる母語と文化の背景を持つ参加者同士が、
各自の価値観や経験に基づいてことば（＝目標言語）のやり取りを行い、仮想空間（virtual 
space）上に共有の場を創っていくことばの共同体（speech community）」であると位置
付けている。ことばの共同体には、参加者同士がインターアクションによって創りだす社
会文化がある。第 4 章では社会文化的行動の中で、特に参加者の動機づけという観点から
インターアクションの詳細を分析している。ここで観察された調整としては、「微笑みかけ
る」、「相手の日常生活や趣味に興味を示し、尋ねる」など対人関係に関する基本的な調整
や、「双方向のやりとりを重視する」、「フィードバックで目に見える成果を与える」、「学習
者の注意を自分の長所と能力に向けさせる」など、双方の合意に基づいた学習支援に関す
る調整も見られた。こうした動機づけに関する分析の詳細は、遠隔接触場面で背景の異な
る NS と NNS の双方がことばの共同体をいかに創り上げるのかを考える際の参考になる
であろう。 
「参加者の評価と調整」（第 7 章）では、実際のインターアクション（事中調整）の前後
に行われている、事前調整と事後調整に焦点を当てている。事前調整では、NNS が日本
語のコミュニケーション不足を補うために辞書や、使えそうな日本語の表現をまとめた
シートを手元に置くことなどが確認されたという。また、人的リソースとして、プログラ
ムの運営者、システムの管理者、システム・エンジニア等、様々な人々による協力体制が
欠かせないと尹は指摘している。一方、事後調整という概念はややわかりにくいが、尹は
「（事後調整とは）インターアクションが終了した後の参加者の意識とそれに伴う行動」で
あるとしている。この調査では、アンケート記入やフォローアップ・インタビューで内省
報告を促したり、最終回の終了部談話で参加者同士がチュートリアルに関して互いに評価
し合ったりしている。そうした評価に基づくその後の行動が、事後調整であると言える。
遠隔チュートリアル・セッションでは、事前の調整がインターアクションの中身を左右す
る。また、どんなにいいインターアクションができても、事後の内省と行動が伴わなけれ
ば一過性のイベントに終わってしまう。遠隔チュートリアルにおける事前調整・事後調整
の議論は、包括的な視点を伴った遠隔教育デザインの重要性を想起させてくれる。 
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4．個体間インターアクションと個体内インターアクション 
第 8 章では、「総合的考察」としてこれまでの議論をまとめた上で、日本語教育への示
唆を提示している。ここで中心的な理論になるのが、個体間インターアクションと個体内
インターアクションである。尹は、遠隔接触場面において参加者同士が目標言語のやりと
りに基づいて行うインターアクションを、個体間インターアクションと呼んでいる。それ
に対し、個体間インターアクションに参加することによって活性化される参加者の内面に
おけるインターアクションを、個体内インターアクションとしている。個体間インターア
クションは、参加者同士の「共有化」（産出）と「個人化」（理解）の言語行動を伴うが、
個体内インターアクションは、読書などの非対人関係においても成り立つものだとしてい
る。ここで興味深いのは、尹が、「言語学習を対人・非対人の学習環境との相互作用として
捉えた場合、実際に習得のプロセスとなるのは、個体間インターアクションではなく、個
体内インターアクションである」としていることである。この理論では、教育の目標は、
個体間インターアクションを触発材とした個体内インターアクションに置かれることにな
る。 
次に、尹は個体間／個体内インターアクションに関連して、遠隔チュートリアルのチュー
ターの役割について言及している。尹は、チューターが教授者、訓練者、助言者として日
本語学習者とことば（目標言語）のやり取りを行い、共有の場を創っていくことで学習者
の習得が支援されるとしている。そのため、学習者の習得過程と密接に関連している個体
内インターアクションを触発できる個体間インターアクションを創りだすことがチュー
ターには求められる。 
個体間インターアクションと個体内インターアクションの議論は、遠隔チュートリア
ル・セッション自体の可能性と限界を示すものであると筆者は思う。ICT 活用教育は万能
ではないと先に述べたが、遠隔チュートリアルでも、そこで行われるインターアクション
だけで学びの全てが完結するものではない。遠隔の学習環境デザインでは、遠隔チュート
リアルを触媒として、そこから個体内インターアクションをどれだけ活性化できるかに成
否がかかっていると言える。 
5．持続可能な遠隔日本語教育へ向けて 
ここまで、本書の概要を見てきたが、筆者にとって興味深かったのは、遠隔チュートリ
アルの全体を見る包括的な視点である。本書では、遠隔チュートリアルの接触場面をこと
ばの共同体を参加者が共に創り上げていく場であるとしている。ことばの共同体を創るた
めには、チュートリアル・セッションでのインターアクションが重要であることは言うま
でもないが、そこでのインターアクションを触発材として活性化される個体内インターア
クションはさらに重要である。また、そうした個体内／個体間インターアクションを充実
させるためには、チュートリアル・セッションが行われる前の事前調整と、セッション後
の振り返りと評価に基づくその後の行動としての事後調整が大きな役割を果たす。本書は、
その他にもさまざまな議論を含んでいるが、遠隔チュートリアルにおける言語習得の全体
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を見る包括的な視点について意識させてくれることが、筆者にとって最も興味を惹かれた
部分である。 
しかし、汎用性の観点から見て、本書では語りつくせていない課題も残されている。本
研究で行われた調査は、一回限りの実証研究であるため、大学のプログラムなどで持続的
にチュートリアルを行う場合に、この実証研究からどのように発展させることができるか
という点については、以下の三つの課題をクリアしなければならない。 
まず第一に、本書の調査では 20 名もの NS のチューターが参加したが、持続的なプロ
グラムを構築する場合、質の高いチューターの確保と維持をどのように調整していくのか
は一つの課題であろう。 
第二に、尹はチュートリアルが「参加者相互において学びと成長の機会になる」と述べ
てはいるが、当事者にとってそのようなメリットは後からわかることが多く、参加前に
NS にどのようなインセンティブを与えられるかが重要となるであろう。 
第三に、本書の調査では韓国の大学生日本語学習者が任意で参加したが、プログラム化
するにあたっては、学習者側教育機関の日本語教育カリキュラムや NS との接触場面の環
境などを考慮し、日本語学習環境全体との相関から遠隔チュートリアルを位置づける必要
が出るだろう。たとえば、学習者の置かれている環境が、日本語の正確さに関する練習は
充実しているが NS との異文化接触や発話の流暢さを伸ばす経験が足りない環境であれば、
遠隔チュートリアルもそのような経験が充実するように調整する必要がある。 
これらの課題を考えると、遠隔教育において考慮するべき調整のレベルは、直接の当事
者であるチューターと学習者のレベルだけでなく、日本と海外双方の担当教員や教育機関
職員などのレベルなど、様々な調整のレベルが考えられる。ネウストプニー（2009）は、
言語管理理論では言語管理者がそれぞれの立場において種々のインタレスト（関心、利益
関係）を持つとしており、言語教育・学習の関係者もそれぞれの文脈で、異なるインタレ
ストを持つと言える。したがって、持続可能な遠隔日本語教育の研究では、遠隔教育に関
わる当事者や関係者のインタレストを明らかにし、様々なレベルでの調整を明らかにする
ことが求められる。 
最後に、遠隔教育や e ラーニングの意義について、私見を述べておきたい。遠隔教育や
e ラーニングの意義は、教育や学習の機会の拡大にあると筆者は考える。遠隔教育や e ラー
ニングのこうした側面は、社会的、経済的な格差の解消にとっても意義がある。遠隔教育
は、「どこでも」教育・学習ができることから、一義的には教育・学習の地域的格差を減ら
す働きを持つ。また、2012 年ごろから北米から流行した MOOC（Massive Open Online 
Courses）は、「だれでも」が無料で大学講義を受けられることから、教育・学習の経済的
格差を減らす可能性を持っている。こうした開かれた学びのシステムは未だ発展の余地を
大きく残しているが、今後日本語教育を含め、様々な分野で開発が進み、社会に影響を与
えていくことが期待される。ただし、このようなシステムは、教育・学習コンテンツ提供
者の献身的自己犠牲によって成り立つべきものではなく、提供者と受給者の双方が共に支
え合う互恵的な関係があってこそ、持続可能なシステムとして成り立つものであろう。そ
のような持続可能なシステムを考え、実践することこそが、本研究を含めた遠隔教育や e
ラーニングの今後の課題であると筆者は考える。 
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